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東
武
宇
都
宮

　

今
年
、開
通
80
周
年
を
迎
え
た
東
武
宇
都
宮
線
。そ
の
起
点
と
な
る
の
が「
東

武
宇
都
宮
」
で
す
。
栃
木
県
を
代
表
す
る
都
市
だ
け
に
、
明
る
く
開
け
た
通
り

に
は
深
い
歴
史
と
ロ
マ
ン
が
薫
り
ま
す
。
建
造
物
を
彩
る
大
谷
石
の
故
郷
を
近

郊
に
訪
ね
れ
ば
、
悠
久
の
景
観
も
圧
巻
。
改
め
て
宇
都
宮
と
い
う
街
の
大
き
な

魅
力
に
気
づ
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
〝
お
楽
し
み
〞
は
数
多
く
、
餃
子
に
加
え
、

カ
ク
テ
ル
や
ジ
ャ
ズ
の
街
と
し
て
も
有
名
で
す
か
ら
、
こ
の
機
会
に
、
ト
ワ
イ

ラ
イ
ト
タ
イ
ム
を
ス
イ
ン
グ
す
る
の
も
素
敵
で
し
ょ
う
。

（
と
う
ぶ
う
つ
の
み
や
）

再
発
見
！

再
発
見
！

石
の
街
の
ロ
マ
ン

石
の
街
の
ロ
マ
ン
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石
の
文
化
を
背
景
に

宇
都
宮
ロ
マ
ン
散
策

〝
宮
っ
子
た
ち
の
ミ
ヤ
セ
ン
〞
と
し
て
親
し
ま
れ
る
東
武

宇
都
宮
線
の
開
通
は
昭
和
６
年
。
今
年
で
80
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
も
そ
も
は
宇
都
宮
特
産
の
大
谷
石
を
、
新
栃

木
経
由
で
東
京
ま
で
輸
送
す
る
た
め
に
開
通
さ
せ
た
鉄
道

で
し
た
。
そ
う
し
た
歴
史
を
偲
ば
せ
る
よ
う
に
、
い
ま
も

街
並
み
に
は
大
谷
石
の
建
造
物
が
多
く
、
時
代
に
磨
か
れ

た
石
蔵
、
老
舗
か
ら
モ
ダ
ン
な
設
計
の
邸
宅
や
公
共
施
設

ま
で
、
あ
ち
こ
ち
で
石
の
文
化
と
出
会
い
ま
す
。

　

な
か
で
も「
東
武
宇
都
宮
駅
」の
す
ぐ
近
く
に
建
つ「
カ

ト
リ
ッ
ク
松
が
峰
教
会
」
は
必
見
で
す
。
昭
和
７
年
か
ら

街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
き
た
聖
堂
は
、
２
つ
の
尖

塔
を
も
つ
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
で
、
国
の
登
録
文
化
財
。
ス

イ
ス
人
建
築
家
ヒ
ン
デ
ル
に
よ
る
傑
作
で
、
現
存
す
る
大

谷
石
造
り
の
教
会
と
し
て
も
最
大
の
規
模
と
い
わ
れ
、
そ

の
優
し
い
美
し
さ
に
は
胸
打
た
れ
ま
す
。

〝
そ
う
い
え
ば
ウ
チ
の
塀
も
大
谷
石
だ
っ
た
〞
と
い
う
方

も
多
い
は
ず
。こ
の
大
谷
石
の
産
出
地
・
大
谷
エ
リ
ア
へ
は
、

駅
前
か
ら
市
内
バ
ス
で
気
軽
に
訪
ね
ら
れ
ま
す
。
耐
火
性

に
優
れ
、
加
工
し
や
す
い
な
ど
の
特
性
と
美
し
い
表
情
に

富
む
石
は
、
日
本
列
島
の
大
半
が
海
中
に
あ
っ
た
頃
、
火

山
灰
や
砂
塵
が
石
化
し
た
も
の
と
か
。
そ
れ
だ
け
に
「
大

谷
景
観
公
園
」
周
辺
を
歩
く
と
、
剥
き
出
し
の
岩
石
が
そ

そ
り
立
ち
、
圧
巻
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。
岩
並
み
の

中
、
秘
境
の
寺
さ
な
が
ら
に
建
つ
「
大お
お

谷や

寺じ

」
に
祀
ら
れ

る
神
秘
的
な
千
手
観
音
は
、
日
本
最
古
の
磨ま

崖が
い

仏ぶ
つ

と
い
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
野
外
劇
場
の
よ
う
な
空
間
に
忽
然
と
現

れ
る
「
平
和
観
音
」
は
高
さ
27
m
。
大
谷
石
の
絶
壁
に
６

年
の
歳
月
を
か
け
、
全
て
手
で
彫
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
改

め
て
宇
都
宮
の
奥
に
あ
る
魅
力
に
気
づ
く
景
観
で
す
。
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餃
子
も
い
い
け
ど
…
カ
ク
テ
ル
や

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
で
も〝
お
い
し
い
街
〞

　

古
く
は
下し
も

野つ
け

一
の
宮
と
さ
れ
た
「
二ふ
た

荒あ
ら

山や
ま

神
社
」
が
、

い
ま
も
町
の
中
心
に
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
門
前
町
と
し
て

賑
わ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
は
「
宇
都
宮
城

址
公
園
」
に
再
現
さ
れ
た
２
基
の
櫓や
ぐ
らが
象
徴
す
る
よ
う
に
、

城
下
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
何
気
な
く
見
上
げ
た
街
角

の
「
大
い
ち
ょ
う
」
に
さ
え
、
樹
齢
４
０
０
年
の
歴
史
が

漂
い
ま
す
。

　

同
時
に
近
代
的
な
発
展
も
目
を
引
き
ま
す
。
駅
前
か
ら

延
び
る
「
オ
リ
オ
ン
通
り
」
な
ど
、〝
今
〞
を
発
信
す
る

繁
華
街
に
は
面
白
い
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

街
歩
き
の
お
楽
し
み
も
ま
た
充
実
。
ま
ず
、
余
り
に
も

有
名
な
あ
の
「
餃
子
」
は
ま
す
ま
す
人
気
。
11
月
５
日
・

６
日
に
は
恒
例
の
〝
宇
都
宮
餃
子
祭
り
〞
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
い
ま
な
お
全
国
的
に
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
こ
は
「
ジ
ャ
ズ
」
の
街
。
世
界
の
ナ
ベ
サ
ダ

(

渡
辺
貞
夫
氏)

を
筆
頭
に
、
多
く
の
名
プ
レ
ー
ヤ
ー
ゆ
か

り
の
地
で
す
か
ら
、
本
格
的
な
ジ
ャ
ズ
ス
ポ
ッ
ト
や
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
が
点
在
し
、
日
常
的
に
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
ま
す
。

　

そ
の
ジ
ャ
ズ
を
聴
き
な
が
ら
楽
し
む
「
カ
ク
テ
ル
」
の

街
と
し
て
も
、
宇
都
宮
は
注
目
で
す
。
数
多
く
の
名
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
を
輩
出
し
て
い
る
と
い
う
土
地
柄
。
名
物
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
が
腕
を
ふ
る
う
バ
ー
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ

ル
の
数
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
。
た
と
え
ば
「
宇
都
宮
東
武

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
」
で
、「
ミ
ヤ
セ
ン 

カ
ク
エ
キ
カ
ク
テ

ル
」
は
い
か
が
？　

ホ
テ
ル
開
業
20
周
年
と
東
武
宇
都
宮

線
開
通
80
周
年
を
記
念
し
て
、
東
武
宇
都
宮
線
各
駅
の
イ

メ
ー
ジ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ク
テ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
宇
都
宮
散
策
は
、
星
が
ま
た
た
く
ま
で
、
心

地
よ
く
ス
イ
ン
グ
し
な
が
ら
過
ぎ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
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東武宇都宮データファイル
〈大谷観音〉・・●交通＝東武宇都宮駅から関東バス「東武
駅前」から「立岩」行き約30分、「大谷観音前」下車徒歩２
分　●受付＝9：00 ～ 16：30（11月～３月）、8：30 ～
17：00（４月～ 10月）　●定休日＝１月・２月・３月の第２・
第４木曜、12/19 ～ 12/31　●拝観料＝300円　
問☎028-652-0128
〈宇都宮城址公園　清明館歴史展示室／宇都宮城ものしり
館〉・・●交通＝東武宇都宮駅徒歩10分　●開館時間＝
9：00 ～ 19：00　●入館料＝無料　●休館日＝年末年
始　問清明館☎028-638-9390
〈宇都宮東武ホテルグランデ　ミヤセン カクエキカクテル〉・・
●交通＝東武宇都宮駅徒歩５分　●提供時間＝17：00
～ 19：00（L.O.18：30／１階「カフェレストラン オアシスルー
スト」）、19：00 ～ 21：30（L.O.21：00 ／２階 鉄板焼「下
野」）　●料金＝各500円　問☎028-643-2140



こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
誌
に
対
す
る
感

想
や
ご
意
見
な
ど
、
読
者
の
皆
さ
ん

の〝
声
〞
を
募
集
中
！　

入
手
先
を
お

書
き
の
う
え
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
粗
品
を
進

呈
。
な
お
、
お
送
り
い
た
だ
い
た
原
稿

や
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
　

〒
131-

８
５
２
２

　
　

東
武
鉄
道 

広
報
部　

　
　

マ
ン
ス
リ
ー
と
ー
ぶ「
ボ
イ
ス
」
係

〈あて先〉

編集雑記 先日、錦糸町の東武ホテルレバント東京のレストラン２店がリニューアルオープンしました。特に24階のスカイツリーⓇビューレストラ
ン＆バー「簾」から眺める東京スカイツリーは絶景でした。和をベースに洋を取り入れた「創作料理」も産地にこだわった素材を使用し
ていて絶品。休日の昼間に食事を楽しみながら秋晴れの東京スカイツリーⓇを堪能するには最高のロケーションですね。　編集担当：ＲＩ

の
実
家
は
、
東
武
伊
勢
崎
線
と
直
通

し
て
い
る
東
急
田
園
都
市
線
の
沿
線

に
あ
り
ま
す
。
神
奈
川
県
民
に
は
遠
い
存

在
だ
っ
た
埼
玉
県
が
、
こ
の
直
通
運
転
で

一
気
に
身
近
に
な
り
ま
し
た
。

　

両
親
は
来
年
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

開
業
予
定
日
（
５
月
22
日
）
に
、
結
婚
35

周
年
を
迎
え
ま
す
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

と
共
に
お
祝
い
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

（
草
加
市
・
キ
ノ
コ
）

●
結
婚
35
周
年
は
珊
瑚
婚
式
に
な
る
そ
う

で
す
ね
。
何
か
の
縁
と
い
う
こ
と
で
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
開
業
も
、
一
緒
に
祝

っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
横
見
浩
彦
さ
ん

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
読
み
、
す

ご
く
電
車
旅
を
し
た
く
な
り
ま
し
た
。
自

分
が
ピ
ン
と
き
た
駅
で
降
り
て
、
お
散
歩

を
す
る
。
そ
う
い
う
の
が
私
、
大
好
き
な

ん
で
す
!!

　

そ
こ
へ
ち
ょ
う
ど
「
下
赤
塚
」
の
新
・

駅
前
そ
ぞ
ろ
歩
記
が
載
っ
て
い
て
、
読
み

な
が
ら
脳
内
ト
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
行
っ
て
み
ま
す
！

 

（
野
田
市
・
吉
岡
な
つ
き
）

●
「
と
ー
ぶ
」
の
記
事
の
中
で
ピ
ン
と
き

た
下
赤
塚
駅
。
も
う
行
か
れ
ま
し
た
か
？

美
術
館
で
芸
術
の
秋
を
堪
能
さ
れ
た
で

し
ょ
う
か
。

年
前
に
新
婚
生
活
を
送
っ
た
板
橋
区

赤
塚
の
街
。
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
娘
と

遊
ん
だ
赤
塚
溜
池
公
園
、
赤
塚
城
跡
の
広

場
、
乗
蓮
寺
の
東
京
大
仏
等
、
下
赤
塚
を

企
画
し
た
新
・
駅
前
そ
ぞ
ろ
歩
記
の
記
事

を
、
懐
か
し
く
妻
と
読
み
ま
し
た
。

　

伊
勢
崎
線
に
引
っ
越
し
て
28
年
、
久
喜

か
ら
散
歩
で
和
戸
駅
、
幸
手
駅
、
鷲
宮
駅

ま
で
歩
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、

沿
線
で
東
武
電
車
を
撮
る
の
が
楽
し
み
で

す
。

 
（
久
喜
市
・
屯と

ん 

田た

兵へ

）

●
快
晴
の
空
の
下
を
走
る
東
武
電
車
の
写

真
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
権
現
堂
堤
の
真
っ
赤
な
見
事
な
彼
岸

花
の
写
真
も
。

婚
し
て
北
関
東
に
引
っ
越
し
て
き
て

早
や
20
年
。
転
勤
が
あ
り
、
あ
ち
こ

ち
引
っ
越
し
は
続
き
ま
す
が
、
い
つ
も
東

武
線
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
車
の

運
転
が
で
き
な
い
私
に
と
っ
て
、
本
当
に

頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。

　

秋
空
の
美
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

久
し
ぶ
り
に
大
好
き
な
館
林
美
術
館
に

行
っ
て
、
大
き
な
窓
か
ら
ゆ
っ
く
り
空
を

眺
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
太
田
市
・
の
り
て
つ
マ
マ
）

●
群
馬
県
立
館
林
美
術
館
は
伊
勢
崎
線
の

多
々
良
駅
が
最
寄
り
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！　

そ
う
い
え

ば
、
多
々
良
沼
に
は
そ
ろ
そ
ろ
白
鳥
が

や
っ
て
き
ま
す
ね
。

や
高
い
ビ
ル
、
見
晴
ら
し
の
良
い
所

に
行
く
と
、
富
士
山
が
見
え
る
と
か
、

新
宿
の
高
層
ビ
ル
群
が
見
え
る
と
い
う
の

が
楽
し
み
の
定
番
で
し
た
。
が
、
こ
の
頃

は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

あ
の
尖
っ
た
鉛
筆
の
よ
う
な
形
が
気
持

ち
よ
い
。
先
日
は
奥
多
摩
の
６
３
３
ｍ
の

山
に
登
っ
た
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
見

え
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
高
さ
プ
ラ
ス
１

ｍ
な
ん
だ
、
と
思
っ
た
。
ま
さ
に
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
の
王
様
で
す
。

 

（
ふ
じ
み
野
市
・
廣
本
礼
子
）

●
な
る
ほ
ど
〜
。
そ
の
６
３
３
ｍ
の
奥
多

摩
の
山
に
登
る
と
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

の
高
さ
が
実
感
で
き
そ
う
で
す
ね
。

日
、
新
栃
木
駅
か
ら
区
間
急
行
に
乗

り
ま
し
た
。
鹿
沼
方
面
か
ら
の
接
続

を
待
っ
て
発
車
し
ま
し
た
が
、
接
続
電
車

が
到
着
す
る
と
、
駅
の
係
員
が
接
続
電
車

の
中
を
一
巡
し
て
、
車
内
に
人
が
残
っ
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
区
間
急
行

の
車
掌
さ
ん
に
合
図
し
て
発
車
し
て
い
る

光
景
を
見
ま
し
た
。

　

乗
り
遅
れ
が
な
い
よ
う
に
、
と
の
細
か

い
配
慮
に
感
心
。
お
か
げ
で
そ
の
日
は
い

い
旅
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
宇
都
宮
市
・
押
野
隆
志
）

●
お
役
に
立
て
て
何
よ
り
で
す
。
今
月
号

の
そ
ぞ
ろ
歩
記
は
東
武
宇
都
宮
で
し
た
。

い
か
が
で
し
た
か
？

山先

18

ト 私

「
駅
と
電
車
内
の

　

マ
ナ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
中
！

　

東
武
鉄
道
を
含
む
大
手
民
鉄
16
社
が

加
盟
す
る
㈳
日
本
民
営
鉄
道
協
会
で
は
、

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
、「
駅

と
電
車
内
の
マ
ナ
ー
」
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
12
月
中
旬
に

日
本
民
営
鉄
道
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
表
し
、ま
た
集
計
・
分
析
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
協
会
活
動
に
役
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
本
民
営
鉄
道
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
intetsu.or.jp/
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物語り物

｜ e n s e n で 見 つ け た

好奇心・モノ
東 京 ス カ イ ツ リ ー® S W E E T S ｜

ヨーカンの塔!?
のいいギミックが面白い。
箱に収まった羊羹そのものも、もちろん筒型。これ
を切り分けていただく。肝心なお味は、北海道産小
豆で丁寧に仕立てているだけに、風味よい煉り羊羹。
すっきりした甘さが嬉しい。
羊羹といえば、子どもの頃、その難しい漢字が妙に
気になったもの。発祥は中国で、古くは羊肉を入れ
た羹
あつもの

、つまりスープ料理の一種だったとか。それが
禅僧により渡来して室町時代には点心となったらし
い。以来、煉り

4 4

あり、蒸し
4 4

あり、水
4

ありと、この元
祖スイーツは、時代のアレンジで多彩にスタイルを
変え発展し続けている。そう考えれば、たとえ「東
京スカイツリー®羊羹」のような趣向があったって、
なんの不思議もないわけだ。
ところで、ぺろっと二切れ召し上がった母は、意外
と騒がず「いけるわね」と満足気。近頃の中高年は
時代への順応だって素早い。いずれにしても秋深く、
羊羹を楽しむ“大人の時間”は始まっている。

そろそろ温かいお茶をいれて、羊
よう

羹
かん

でも切ろうか？
というと、母は「あなたも羊羹の良さが分かるトシ
になったのね」と笑った。私は内心驚くなよ～と思
いつつ、おもむろに不思議な羊羹を取り出して見せ
た。「えッ！」とたじろぐ顔が、まず愉快。実はこの「東
京スカイツリー®羊羹」。最近増えている和菓子好き
な若者の間でも、かなり人気を呼んでいるらしいけ
ど、パッケージからして意表をついている。一見ス
テーショナリーのような白い紙筒で、スカイツリー
がきれいな細密画で描かれているのだ。ただし、絵
は第一展望台までなので、なぜだろうと思いフタを
引くと、なんとスルスルと筒が伸び、お馴染みのゲ
イン塔の姿まで見事に完成する仕掛け。日ごと空に
向かい伸びていったスカイツリーを表して、センス

●東京スカイツリーⓇ羊羹
問い合わせ先：
東武百貨店池袋店 B1F6番地
待月庵（金沢和音）
☎03-3981-2211（代表）



11月は全館休まず営業いたします。

本
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

池袋店　6Ｆ7番地　デザイントゥデイ
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東
武
鉄
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

営業時間：午前10時～午後8時
B2F～3Fは日曜・祝日を除く毎日午後9時まで営業。

9F・10Fは毎日午後9時まで営業。

い
ま
、
秋
冬
の
モ
ー
ド
で
も

国
際
的
に
注
目
の
フ
リ
ル
・
ア
イ
テ
ム
。

な
か
で
も
、
こ
の
ス
ト
ー
ル
が
目
を
引
く
の
は
、
や
は
り

京
都
・
西
陣
で
織
ら
れ
た
と
い
う
伝
統
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

絹
な
ら
で
は
の
上
質
感
に
、
新
素
材
を
ス
パ
イ
ス
風
に
効
か
せ
た
３
重
織
り
。

そ
の
技
術
と
デ
ザ
イ
ン
が
、
花
の
よ
う
な
表
情
と
新
鮮
な
立
体
感
を
生
み
ま
し
た
。

や
わ
ら
か
く
肌
に
触
れ
る
感
触
も
、
ほ
ど
良
い
温
か
さ
も
快
い
。

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
富
む
深
い
色
調
が
、
さ
り
気
な
く
印
象
に
残
り
ま
す
。

● 

Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
Ａ
の
「
フ
リ
ル
ス
ト
ー
ル
」。
素
材
は
絹
93
％
・
ナ
イ
ロ
ン
６
％
・
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
１
％
の
３
重
織
り
。

　

柔
ら
か
く
軽
い
感
触
と
曲
線
を
活
か
し
た
フ
リ
ル
が
花
び
ら
の
よ
う
な
表
情
を
つ
く
り
だ
す
。

　

カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
５
色
。
各
６
、８
２
５
円
（
税
込
）。
日
本
製
。

冬
の
華
、
演
出
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